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11月27日（金）　１５：30～１６:３０　第５回　検数労連２０冬季一時金交渉


日検協会に対しては乗率・地域格差是正。全日検に対しては一律・地域格差是正の修正回答を求め追求！












































【両協会】


　コロナ禍の中で、厳しい状況なのは一定理解しているが、過去の一時金回答を見ても年間通して低空飛行を続けている中で、従業員のモチベーションを上げるためには地域間格差の回答の是正が必要不可欠である。


日検協会には今一時金で下がった『乗率』と、地域間格差がついている『α回答』の是正。


全日検には大幅に下がった『一律』と『α回答』の修正を求める。


これは、コロナ禍の中で日々業務を熟している両協会の従業員の切なる声として受け止めて、次回交渉までに修正するよう強く求める。





《ＲＴＧ遠隔操作》


　10月３０日（金）全国港湾と日本港運協会との間で、『ＲＴＧの遠隔操作化に関する確認書』が締結されました。


　このことによって、今後ＲＴＧ遠隔操作を導入する予定のある港においては、その地域労使での協議と確認が必要となることから、当該地区の検数労使でも協議や確認書を交わす場面が出てくることが考えられます。


















































































































































次回交渉：１１月３０日（月）１３時～　第６回　検数労連２０冬季一時金交渉。





【組合主張】


　組合は両協会からの結果を聞いて、次のとおり主張を行い、より具体的な部分での修正を次回交渉までに用意するよう求めました。





【日検協会】


　組合としては乗率重視の姿勢で交渉を行ってきたが、２．０ヶ月を切ったことに対して職場では怒りや憤りを覚えている。


　コロナ禍で日々働いている中、協力を得るための経営判断としての回答との事だが、モチベーションを上げるためには『乗率』や地域間格差が出ている『α回答』の是正が必要であり、修正を求める。





【全日検】


　コロナ禍の中で、組合主張に沿った形で回答算式を構築していることに関しては一定理解しているものの、額については低額と言わざるを得ない。


　有額回答以降、職場の声を聞いた結果、『α回答』で出された低額地域の底上げと地域間格差の是正、昨冬の一時金回答から大幅に下がっている『一律回答』の修正を次回交渉までに求める。


















































１１月２７日（金）第５回検数労連２０冬季一時金交渉で、前回の交渉で提示された有額回答に対する修正回答を求めました。





【日検協会】


　労組から修正回答を求められ、持ち帰り検討したが、新型コロナ感染症の影響がある中で主要業務である鉄鋼や自動車の取り扱いが激減した中で、検査業務については若干増となっているが、主要業務をカバーするまでには至っていない。また、費用については従業員の努力もあり、抑えることができ、上半期については赤字を免れることができた。しかしながら、これまでのような回答を構築するまでに至らない部分で、今一時金については経営判断としての有額回答を提示したことを理解願いたい。





【全日検】


　前回の交渉で労組より修正回答を求められ、持ち帰り検討したが、主要業務であるコンテナ業務や検査業務が軒並み激減したなかで、支出を抑えるために研修をリモートで行うなど、工夫をしてきたが、収入減を補うまでには至らない中での有額回答である


ことを理解願いたい。



















































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


